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新型コロナ 世界で感染拡大、食料供給は大丈夫？ 

新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、主要 20 か国の農業を担当する大臣による臨時

の会合が開かれました。テーマは「食料の安定供給」。一部の農業大国で、自国からの

農産物輸出を制限する動きが出ているためです。小麦や大豆など多くの食料を海外から

の輸入に頼る日本。食料の安定供給は大丈夫なのか？という疑問について解説します。  

 

Q:農産物の輸出を制限する動きって、どういうことですか？ 

新型コロナウイルスで先行きが不透明になっていることを受けて、通常なら輸出に回す

はずの農産物を国内にとどめておこうというものです。  

実際、小麦については、世界的な輸出大国のロシアとウクライナが輸出できる量を制限

し、カザフスタンやキルギスなども制限しています。コメでは、ベトナムが輸出量を制

限しました。  

Q:僕たちの食べるものに影響が出てこないか心配なのですが･･･ 

農林水産省は、今のところは日本への輸入に影響

はないとしています。例えば小麦はおよそ９割を

輸入に頼っていますが、アメリカ（全体の 47％）

やカナダ（34％）、オーストラリア（17％）がほ

とんどを占め、これらの国はロシアなどのような

輸出制限をしていないからです。また、国内では

主要作物が備蓄されていて、小麦は食用だけで 2.3

か月分、家畜の餌となるトウモロコシは約１か月

分を確保しています。  

農林水産省では、食料の安定供給に当面、心配はないとしています。  

Q:それを聞いてちょっと安心しました。でも、日本は食糧自給率が低いので心配ですよね。 

そうですね。今後の感染拡大の影響によって輸出を制限する国が増えることはないか、

農林水産省は注意深く状況を見ていく必要があるとしています。  
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